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今
年
１
月
１７
日
か
ら
１
週
間
程
、
安
倍
総

理
の
中
東
歴
訪
に
同
行
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル

で
の
経
済
セ
ミ
ナ
に
参
加
し
た
。
ベ
ン
チ

ャ
ー
立
国
と
言
わ
れ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
数
社
を
視
察
し
た
。
折
し

も
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
の
日
本
と
イ
ス
ラ
エ

ル
政
府
の
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
直
後
に
所
謂

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
後
藤
健
二

氏
の
人
質
事
件
が
発
生
し
、
種
々
な
意
味

で
衝
撃
的
な
出
張
で
、
そ
の
感
想
な
ど
を

皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
筆
を
取
っ

た
。 

 

今
回
の
安
倍
首
相
の
中
東
歴
訪
に
は
３０

社
程
の
大
手
・
中
堅
企
業
が
同
行
し
、
エ

ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
ア
ン
マ

ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
エ
ル
サ
レ
ム
、
パ
レ

ス
チ
ナ
を
訪
問
す
る
と
い
う
日
本
の
国
際

政
治
と
し
て
も
異
例
で
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
も
興
味
深
い
行
程
だ
っ
た
。 

 

日
本
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
エ
ル
サ
レ
ム
に
て

１
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
た
ジ
ェ
ト
ロ
主
催

の
日
本
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
日
本
と
イ

ス
ラ
エ
ル
両
国
か
ら
約
３
０
０
名
の
参
加

者
を
集
め
、
冒
頭
に
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
・
イ
ス

ラ
エ
ル
首
相
と
日
本
の
安
倍
首
相
か
ら
挨 

      

拶
が
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
で
の
研
究
協
力

協
定
の
署
名
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
後
、

日
本
か
ら
弊
社
を
含
め
１０
社
の
代
表
か
ら
、

イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
４
件
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
両
国
の
協
力
促
進
の

雰
囲
気
が
盛
り
上
が
っ
た
。 

日
本
か
ら
の
約
３０
社
の
代
表
と
し
て 

三
井
物
産
副
社
長
安
部
新
太
郎
氏
、 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
会
長
長
栄
周
作
氏
、 

日
揮
グ
ル
ー
プ
代
表
重
久
吉
弘
氏
、 

日
本
経
済
同
友
会
代
表
（
三
菱
ケ
ミ 

カ
ル
）
小
林
喜
光
氏
、 

日
本
電
気
会
長
矢
野
薫
氏
、 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
理
事
長
坂
内
正
夫
氏
、 

伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
社
長 

安
達
俊
久
氏
、 

サ
ム
ラ
イ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

榊
原
健
太
郎
氏 

な
ど
錚
々
た
る
経
営
者
が
参
加
し
た
。 

政
府
関
係
か
ら
は 

内
閣
官
房
副
長
官
世
耕
弘
成
氏
、 

外
務
副
大
臣
中
山
泰
秀
氏
、 

内
閣
参
与
飯
島
勲
氏
、 

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
理
事
長
石
毛
博
行
氏 

な
ど
が
参
加
し
た
。
中
山
副
外
務
大
臣
は

こ
の
直
後
に
発
生
し
た
日
本
人
人
質
事
件

の
対
応
の
為
、
こ
の
日
よ
り
数
週
間
ヨ
ル

ダ
ン
に
残
る
こ
と
に
な
る
。 

 

「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
０
か
ら
１
を
生
む
こ

と
が
得
意
で
、
日
本
は
１
を
１
０
０
に
す

る
こ
と
に
長
け
て
い
る
。
互
い
に
手
を
組 

も
う
」
と
い
う
両
首
相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

印
象
的
だ
っ
た
。 

                               

ベ
ン
チ
ャ
ー
立
国
イ
ス
ラ
エ
ル 

今
回
の
安
倍
総
理
中
東
歴
訪
同
行
の
お

誘
い
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
し
た
大
き
な

理
由
の
一
つ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
と
の
提
携
交
渉
だ
。 

                              

 
 

安
倍
総
理
中
東
歴
訪
に
同
行
し
て 
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イ
ス
ラ
エ
ル
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
大
切
に

す
る
国
家
だ
。
そ
の
人
口
は
僅
か
８
０
０

万
人
、
国
土
面
積
は
約
２
万
平
方
キ
ロ
（
日

本
の
四
国
程
度
）
で
し
か
な
い
。
こ
の
規

模
の
小
さ
な
国
で
、
何
と
年
間
３
，
０
０

０
社
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
起
業
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
失
敗
す
る
訳
だ
が
、
成
功
例

も
多
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

特
徴
は
、
例
え
ば
モ
バ
イ
ル
ア
イ
社
の
よ

う
に
自
身
が
巨
大
企
業
に
成
長
す
る
も
の

も
あ
る
が
多
く
は
海
外
と
提
携
し
、
既
存

企
業
に
買
収
（
Ｍ
＆
Ａ
）
さ
れ
る
こ
と
を

主
な
ゴ
ー
ル
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。
私

が
訪
問
し
て
い
た
１
週
間
だ
け
で
も
何
と

８
社
が
Ｍ
＆
Ａ
さ
れ
、
そ
の
価
格
は
３
０

百
万
か
ら
１
８
０
百
万
米
ド
ル
だ
っ
た
と

い
う
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
人

材
を
多
数
輩
出
す
る
風
土
、
文
化
が
あ
る
。

ま
た
世
界
人
口
に
占
め
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
割

合
は
０
．
２
５
％
程
に
過
ぎ
な
い
が
、
ノ

ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
に
占
め
る
ユ
ダ
ヤ
人
の

割
合
は
２０
％
と
、
人
口
比
の
１
０
０
倍
で

あ
る
こ
と
と
も
通
ず
る
理
由
が
そ
こ
に
は

あ
る
は
ず
だ
。 

 

何
故
だ
ろ
う
か
。 

 

図
は
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
圏
を
示
す
。

薄
い
緑
は
ス
ン
ニ
ー
派
、
濃
い
緑
は
シ
ー

ア
派
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
北
部
の
過
半
か

ら
始
ま
り
東
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ま
で
、
広

大
な
領
域
が
イ
ス
ラ
ム
圏
だ
。
イ
ス
ラ
エ

ル
は
異
教
徒
の
支
配
す
る
広
大
な
領
域
に

ほ
ぼ
地
続
き
で
囲
ま
れ
た
僅
か
２
万
平
方

キ
ロ
の
国
土
だ
。
ま
た
何
よ
り
そ
の
歴
史

は
虐
待
の
数
々
に
満
ち
て
い
る
。
存
続
の

危
機
感
を
全
国
民
が
共
有
し
、
米
国
の
み

な
ら
ず
全
世
界
の
政
治
、
金
融
、
メ
デ
ィ

ア
を
牛
耳
る
同
族
の
人
達
と
深
い
絆
で
結

ば
れ
て
い
る
。 

 

国
家
と
し
て
の
研
究
開
発
費
も
多
く
、

そ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
約
４
．
５
％
と
日
本
（
３
．

３
％
）
や
米
国
（
２
．
８
％
）
な
ど
よ
り

も
高
い
。
世
界
の
先
進
的
な
技
術
の
多
く

は
こ
の
国
か
ら
生
み
だ
さ
れ
て
き
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
種
々
の
軍
事
技

術
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
バ
イ
オ

な
ど
の
分
野
の
先
進
性
は
顕
著
と
言
え
る
。

半
導
体
分
野
で
も
、
例
え
ば
イ
ン
テ
ル
社

の
最
も
優
れ
た
開
発
拠
点
は
イ
ス
ラ
エ
ル

と
言
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
も
成
長
を
継
続

す
る
半
導
体
生
産
委
託
（
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
）

事
業
で
も
タ
ワ
ー
ジ
ャ
ズ
と
い
う
イ
ス
ラ

エ
ル
発
の
企
業
が
快
調
で
、
日
本
の
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
の
半
導
体
工
場
を
買
収
し
た
の

も
最
近
の
話
題
だ
。 

 

な
ぜ
テ
ロ
が
多
発
す
る
の
か 

 

今
回
の
エ
ル
サ
レ
ム
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
最
中
に
所
謂
「
イ
ス
ラ
ム
国
」

Ｉ
Ｓ
に
よ
る
日
本
人
後
藤
健
二
氏
人
質
事

件
が
勃
発
し
た
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
同

行
し
て
い
た
中
山
副
大
臣
は
事
件
の
処
理

の
為
に
ヨ
ル
ダ
ン
に
数
週
間
居
残
り
、
解

決
に
尽
力
さ
れ
る
も
極
め
て
残
念
な
結
果

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

２
０
０
１
年
９
月
１１
日
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
に
旅
客
機
が
突
入
し
た
事
件
の
記
憶

は
い
ま
だ
生
々
し
い
が
、
１４
年
経
た
今
も

イ
ラ
ク
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
イ
エ
メ
ン
、
さ

ら
に
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
に
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
世
界
中
で
テ
ロ
が
絶
え
ず
、
む
し
ろ 

                       

増
加
し
て
い
る
。 

何
故
こ
う
し
た
自
爆
テ
ロ
や
残
酷
な
殺

戮
が
増
え
続
け
る
の
か
。
安
倍
首
相
の
カ

イ
ロ
で
の
演
説
に
原
因
が
あ
る
訳
で
も
な

く
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
い
う
宗
教
自
体
が
原

因
と
い
う
単
純
な
も
の
で
も
決
し
て
な
い
。

か
つ
て
先
進
国
が
勝
手
に
作
り
上
げ
た
国

境
や
秩
序
が
理
由
で
あ
る
と
い
う
の
も
否

定
は
で
き
な
い
が
こ
の
過
激
さ
を
理
解
す

る
の
に
充
分
で
は
な
い
。
ま
た
貧
困
や
飢

餓
な
ど
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と

も
多
い
が
必
ず
し
も
論
理
的
で
は
な
い
。 

そ
う
し
た
中
で
、
ハ
イ
ン
ゾ
ー

ン
（
「
自
爆
す
る
若
者
た
ち
―
人
口

学
が
警
告
す
る
驚
愕
の
未
来
」
新

潮
選
書
）
の
唱
え
る
、
長
期
に
渡

る
人
口
爆
発
が
主
因
で
あ
る
と
い

う
説
が
私
に
は
最
も
納
得
が
行
く
。

つ
ま
り
人
口
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
が
ユ

ー
ス
バ
ル
ジ
（
若
者
の
人
口
が
突

出
し
て
多
い
）
状
態
に
あ
る
こ
と

が
主
因
だ
と
言
う
説
だ
。 

ユ
ー
ス
バ
ル
ジ
状
態
（
ユ
ー
ス 

＝
若
者
、
バ
ル
ジ
＝
膨
ら
み
）
と 

は
、
全
人
口
の
３
人
に
１
人
以
上 

が
１５
才
以
下
で
、
５
人
に
１
人
以

上
が
１６
才
か
ら
２５
才
と
い
う
超

若
者
社
会
で
あ
る
。
１
人
の
女
性

が
平
均
し
て
６
―
７
人
の
子
を
持

つ
状
態
だ
と
い
う
。
優
秀
な
若
者

で
も
自
尊
心
を
満
た
す
よ
う
な
職

や
地
位
に
つ
け
ず
、
不
満
を
持
っ

た
彼
ら
は
国
内
で
ク
ー
デ
タ
ー
、

内
戦
、
革
命
を
起
こ
し
た
り
、
国 

外
へ
移
住
し
、
集
団
殺
戮
に
走
っ

た
り
と
い
っ
た
行
動
を
起
こ
す
。 

 

か
つ
て
は
ペ
ス
ト
に
よ
る
大
量
死
に
よ

る
人
口
激
減
に
見
舞
わ
れ
た
後
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
が
ユ
ー
ス
バ
ル
ジ
状
態
に
あ
り
、
海

外
に
活
路
を
求
め
、
他
国
を
侵
略
し
、
多

く
の
植
民
地
を
手
に
入
れ
た
。
時
代
が
変

わ
っ
て
、
１
９
０
０
年
か
ら
の
１
０
０
年

程
の
間
、
今
度
は
イ
ス
ラ
ム
教
圏
の
国
々

の
多
く
で
そ
う
し
た
状
態
が
生
じ
た
。
同

じ
期
間
に
中
国
や
イ
ン
ド
で
人
口
が
増
え

た
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
３
倍
や
４
倍

に
増
加
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
イ

 

図：イスラエルを囲む広大なイスラム教圏（濃緑：シーア派、薄緑：スンニー派）。 

イスラエルは約２万平方キロ（日本の四国くらいの面積）。＜ウィキペディアから＞ 
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ス
ラ
ム
圏
で
は
実
に
８
倍
に
も
増
大
し
た

と
い
う
。 

 

民
族
や
宗
教
の
特
性
と
か
、
貧
困
、
飢

餓
と
い
っ
た
問
題
に
因
る
の
で
は
な
く
、

長
期
に
渡
る
異
常
な
人
口
爆
発
こ
そ
が
、

テ
ロ
と
言
う
攻
撃
的
で
深
刻
な
問
題
を
引

き
起
こ
す
と
言
う
論
理
は
説
得
力
が
あ
る
。 

 

人
口
の
異
常
な
爆
発
が
攻
撃
的
、
好
戦

的
な
心
情
を
生
む
の
と
は
対
照
的
に
多
く

の
先
進
国
で
は
人
口
減
少
問
題
が
活
力
低

下
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え

る
と
如
何
に
し
て
地
球
規
模
で
人
口
プ
ロ

フ
ァ
イ
ル
を
制
御
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
課

題
は
極
め
て
重
要
な
の
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
人
口
問
題
が
す
べ
て
を
支
配

す
る
訳
で
は
な
い
。
か
つ
て
日
本
が
ユ
ー

ス
バ
ル
ジ
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
で
も
、
国
家
と
し
て
好
戦
的
な
時
代

が
あ
っ
た
。
誤
っ
た
国
家
戦
略
に
よ
り
、

近
隣
諸
国
と
自
国
の
貴
重
で
莫
大
な
生
命

と
財
産
を
失
っ
た
。
奇
し
く
も
終
戦
後
７０

年
目
を
迎
え
る
今
年
、
首
相
の
中
東
歴
訪

に
同
行
す
る
機
会
を
得
た
が
、
そ
こ
は
現

在
も
悲
惨
な
戦
闘
が
日
々
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
と
い
う
現
実
に
触
れ
る
機
会
と
な
っ

た
。
自
分
を
含
む
戦
後
生
ま
れ
が
大
多
数

と
な
り
、
長
期
に
わ
た
り
他
国
に
守
っ
て

貰
う
不
思
議
な
「
平
和
国
家
」
の
中
で
、

多
く
の
国
民
が
戦
争
を
遠
い
存
在
と
し
て

捉
え
る
状
況
は
む
し
ろ
危
険
を
感
ず
る
。

ド
イ
ツ
と
並
び
特
異
な
歴
史
と
卓
越
し
た

能
力
を
も
つ
日
本
が
国
際
平
和
に
ど
う
貢

献
す
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
張
で

あ
っ
た
。 

 
 
 

    

 

例
年
週
刊
誌
で
話
題
に
な
る
東
大
合
格

者
は
、
昨
年
よ
り
３
名
多
い
24
名
だ
っ
た
。
公

立
高
校
で
は
、
日
比
谷
（
37
）
、
浦
和
（
27
）
、

富
山
中
部
（
27
）
に
次
い
で
４
位
だ
っ
た
が
、

現
役
１５
名
は
、
日
比
谷
１９
名
に
次
い
で
２
位

だ
っ
た
。
筑
波
大
も
５７
名
で
勿
論
全
国
１
位 

                      

で
あ
る
。
一
橋
大
も
昨
年
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、
今

年
は
３
名
と
復
活
し
た
。 

国
公
立
医
科
系
も
２２
名
に
復
活
し
た
。 

私
大
合
格
者
は
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み
で
あ
る
。 

土
浦
一
高
は
、
昨
年
度
茨
城
県
で
た
だ
１

校
、
各
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
指
定
さ
れ
た
。
I
Ｔ
バ
ブ
ル
で
理

系
学
生
を
増
や
す
だ
け
と
は
次
元
が
違
う

教
育
目
的
の
下
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る
。 

 

                     

  

▼
目
下
の
重
要
課
題
で
あ
る
旧
本
館
の
補
修

に
つ
い
て
は
、
４
億
円
程
の
予
算
を
か
け
て
２７

年
度
か
ら
施
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
本

来
国
と
県
が
折
半
し
て
負
担
す
べ
き
と
こ
ろ
、

文
化
財
維
持
の
た
め
に
最
も
大
事
な
屋
根
葺

替
え
に
つ
い
て
は
、
県
の
財
源
不
足
か
ら
（
現

在
の
ス
レ
ー
ト
瓦
で
も
あ
と
１０
年
持
つ
と
い

う
理
由
）
天
然
ス
レ
ー
ト
瓦
へ
の
葺
替
え
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
県
負
担
分
６
０
０
０ 

                      

東
大
は
現
役
で
公
立
高
２
位 

平
成
２６
年
度
大
学
合
格
者 

進
修
同
窓
会
だ
よ
り 

入試年度 平成 27 年 平成 26 年 平成 25 年 平成 24 年 平成 23 年 

大 学 合計 新卒 合計 新卒 合計 新卒 合計 新卒 合計 新卒 

北海道大 4 2 5 1 4 2 9 5 7 2 

東 北 大 24 11 20 11 19 9 20 15 19 10 

茨 城 大 15 11 9 8 13 5 7 6 12 10 

筑 波 大 57 40 53 33 42 25 33 23 44 30 

千 葉 大 10 7 12 5 10 4 12 8 10 5 

お茶女大 7 6 3 3 7 4 2 2 5 3 

東 京 大 23 15 21 8 24 13 22 13 29 17 

東京外大 2 2 6 2 4 2 3 2 4 1 

東 工 大 2 2 5  4 3 8 6 9 3 

一 橋 大 3 1 0 0 1 0 7 2 10 3 

横浜国大 6 5 2 1 4 2 5 2 1 0 

京 都 大 6 5 6 1 2 1 6  3 2 

大 阪 大 3 3 2 1 2 1 6 3 3 2 

名古屋大 5 3 2 1 4 2 3 2 4 1 

九 州 大   1 1 0 0 3 1 1 1 

そ の 他 37 16 33 13 41 13 20 17 35 16 

国立大計 204 128 180 89 181 86 167 107 196 106 

公立大計 13 11 8 3 6 1 10 8 7 5 

国公立計 217 139 188 92 187 87 177 115 203 111 

国公医科 22 7 17 4 17 5 14 7 20 11 

防衛医科 1 1   0 0 2  1  

そ の 他 7 4 3 2 0 0 3 2 3 3 

大学校計 8 5 3 2 0 0 5 2 4 3 

入試年度 平成 22 年 平成 26 年 平成 25 年 平成 24 年 平成 23 年 

大 学 合計 新卒 合計 新卒 合計 新卒 合計 新卒 合計 新卒 

青山学大 16 12 21 9 15 10 20 10 20 9 

学習院大 15 9 6 4 14 10 18 8 13 6 

慶 応 大 42 19 40 10 44 21 52 21 56 29 

国際基督 1  3 3 5 3 7 3 5 2 

上 智 大 18 10 24 8 17 6 23 8 22 11 

中 央 大 25 13 45 23 22 4 27 10 42 17 

津田塾大 7 5 1 1 1 0 2 2 5 2 

東京女大 8 7 5 5 7 6 8 4 4 2 

東京理大 91 40 113 24 55 24 74 30 87 36 

日本女大 20 13 22 18 19 14 20 11 9 9 

法 政 大 38 24 29 16 33 16 28 12 40 24 

明 治 大 66 24 73 22 70 28 70 30 92 48 

立 教 大 29 17 27 15 28 13 64 41 41 14 

早稲田大 68 29 84 19 73 27 71 20 103 44 

そ の 他 205 104 214 120 128 59 162 64 186 72 

私立大計 649 326 707 297 531 241 644 274 725 325 

総 計 896 477 896 395 719 329 837 391 932 439 
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万
円
を
同
窓
会
が
負
担
（
県
に
寄
付
）
す
る

と
い
う
こ
と
で
予
算
化
さ
れ
た
。
去
る
４
月

１１
日
の
進
修
同
窓
会
総
会
で
承
認
さ
れ
た

の
で
、
会
員
に
改
め
て
趣
意
書
を
付
け
て
寄

付
の
お
願
い
が
行
き
ま
す
。 

▼
進
修
同
窓
会
新
年
度
役
員
と
し
て
副
会

長
に
飯
塚
哲
哉
氏
（
東
進
会
会
長
・
新
任
）
の

ほ
か
に
大
野
金
一
（
同
名
誉
会
長
）
及
び
長

戸
琴
氏
（
同
副
会
長
）
が
再
任
さ
れ
、
本
部

幹
事
と
し
て
高
山
了
氏
（
同
副
幹
事
長
）
が

新
た
に
選
任
さ
れ
た
。 

▼
来
年
の
60
・
50
・
40
・
25
・
15
周
年
祝
賀

会
は
４
月
９
日
（第
２
土
曜
日
）に
決
ま
っ
た
。 

       

今
年
は
桜
も
例
年
よ
り
早
く
開
花
。
花
見

を
楽
し
み
ま
し
た
か
？
お
花
見
は
中
世
に
始

ま
り
、
江
戸
時
代
に
大
衆
に
広
が
り
、
世
界

中
を
探
し
て
も
類
例
が
な
い
日
本
独
特
の
民

衆
文
化
。
群
桜
、
飲
食
、
群
衆
、
こ
の
３
拍
子

揃
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
が
、
何
よ
り
平
和
で

豊
か
な
社
会
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
回
の
お
題
は
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
。

あ
～
イ
ン
フ
レ
の
事
で
し
ょ
う
。
安
倍
ち
ゃ
ん
と

か
黒
田
ち
ゃ
ん
が
「目
標
２
％
！
」
と
か
言
っ
て

る
や
つ
。
物
価
上
昇
よ
ね
。
あ
れ
困
る
の

よ
・
・
・年
金
生
活
者
に
は
断
固
デ
フ
レ
維
持
！

ご
も
っ
と
も
。
し
か
し
、
今
回
は
浮
世
の
チ
マ
チ

マ
し
た
話
題
で
は
な
く
宇
宙
の
話
。
「
宇
宙
と

人
類
の
創
成
」に
係
る
「イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
」

の
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

何
事
に
も
始
ま
り
が
あ
る
！
。
我
々
に
も

始
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
オ
ギ
ャ
～
と
泣
い
た
誕

生
の
瞬
間
。
い
や
い
や
そ
の
前
が
あ
り
ま
す
よ
。

精
子
君
が
卵
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
瞬
間
で
す
。

そ
れ
か
ら
卵
細
胞
は
、
２
つ
に
な
り
、
４
つ
に
な

り
倍
々
に
細
胞
分
裂
し
て
、
１０
月
１０
日
後
に

誕
生
。
単
に
細
胞
分
裂
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

分
化
、
着
床
、
妊
娠
、
胚
か
ら
組
織
、
そ
し
て

胎
児
へ
と
３
カ
月
か
け
て
分
裂
し
て
い
く
。
最

終
的
に
は
、
約
２
０
０
種
類
以
上
の
役
割
を
持

っ
た
、
６０
兆
個
も
の
細
胞
か
ら
構
成
さ
れ
ま

す
。
６０
兆
個
と
は
、
地
球
上
の
人
口
が
６０
億

人
と
し
て
、
実
に
そ
の
１
万
倍
。
正
に
人
間
そ

の
も
の
が
細
胞
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン(

指
数
関
数

的
増
加)

に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
。 

次
に
、
人
類
の
歴
史
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

４６
億
年
前
地
球
が
創
生
。
そ
れ
か
ら
実
に
４５

億
年
以
上
が
経
ち
、
極
く
最
近
の
７
０
０
０
万

年
前
、
最
初
の
霊
長
類
が
出
現
。
猿
人
か
ら

原
人
、
旧
人
類
と
進
化
し
、
現
代
人
と
同
じ

新
人
類(

ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン
人)

は
２０
万
年
前
に
登

場
。
一
方
、
人
類
の
人
口
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
？
新
人
類
登
場
後
１０
万
年
以
上
経
っ
た
７

万
年
前
の
人
口
は
僅
か
１
万
５
千
人
以
下(

推

定)

、
や
っ
と
生
き
延
び
て
い
た
。
１
万
年
前
に

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
灌
漑
農
業
が
発
明
さ
れ
た
時

点
で
も
、
１
０
０
万
人
以
下
。
そ
れ
か
ら
産
業

革
命
の
１
７
５
０
年
ま
で
は
年
８
万
人
の
緩
や

か
な
増
加
。
し
か
し
以
降
２
０
１
３
年
ま
で
の 

２
６
０
年
間
は
年
２５
百
万
人(

８
億
人
→
７２ 

億
人)

と
急
増
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

１
９
５
０
年
か
ら
で
は
年
７４
百
万
人
増
と
人
口

の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
超
急
増
で
す
。 

 

最
後
は
「宇
宙
創
成
」の
話
で
す
。
宇
宙
は 

１
３
７
億
年
前
、
超
高
温
・超
高
密
度
の
「火
の

玉
」
と
し
て
生
ま
れ
、
そ
れ
が
現
在
の
大
き
さ

ま
で
膨
張
し
た
。
ご
存
知
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
理
論
」

で
す
。
で
は
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
前
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
？
真
空
で
何
も
な
い
所
か
ら
、
ど
う
し
て
突

然
「
火
の
玉
」
が
生
ま
れ
た
の
か
？
こ
れ
を
明

快
に
解
い
た
の
が
、
佐
藤
勝
彦
東
大
名
誉
教
授

の
宇
宙
の
起
源
に
迫
る
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理

論
」
で
す
。 

以
下
は
佐
藤
さ
ん
が
、
素
人
に
も
分
か
り

易
く
書
か
れ
た
「
宇
宙
は
無
数
に
あ
る
の
か
」

(

集
英
社
新
書)

か
ら
の
話
で
す
。
宇
宙
最
大
の

謎
は
、
正
体
不
明
の
ダ
ー
ク
マ
タ
ー(

暗
黒
物

質)

が
２７
％
、
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー(

暗
黒
エ
ネ

ル
ギ
ー)

が
６８
％
、
合
計
９６
％
を
占
め
て
い
る

こ
と
。
光
や
電
波
な
ど
を
一
切
出
さ
な
い
為
、

通
常
の
手
段
で
は
観
測
で
き
ず
、
存
在
確
認

が
で
き
な
い
。
人
類
が
認
識
で
き
る
物
質
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
僅
か
４
％
、
宇
宙
の
正
体
は
、
ま
だ

４
％
し
か
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
宇
宙
誕
生
の
直
後(

ビ
ッ
グ
バ
ン

の
前)

の
極
く
短
い
時
間(

１０
の
マ
イ
ナ
ス
３５
乗

か
ら
マ
イ
ナ
ス
３４
乗
秒
の
間)

に
、
こ
の
ダ
ー
ク

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
原
動
力
に
な
り
、
体
積
が
１０
の

４３
乗
倍
も
膨
れ
上
が
る
、
凄
ま
じ
い
「
倍
々
ゲ

ー
ム
」
で
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
。
真
空

の
相
転
移
に
よ
る
指
数
関
数
的
膨
張
が
終
わ

る
と
、
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出
さ
れ
る
。

そ
れ
が
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
「
火
の
玉
」
を

生
み
出
し
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
起
こ
す
の
だ
そ
う
で

す
。
更
に
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
」
は
宇
宙
の

誕
生
を
説
明
す
る
と
同
時
に
、
宇
宙
は
「ユ
ニ
バ

ー
ス(

単
一
の
宇
宙)

」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
実

は
「
マ
ル
チ
バ
ー
ス(

多
重
宇
宙)

」
の
可
能
性
を

も
示
唆
し
て
い
ま
す
。 

え
～
何
の
こ
と
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
一
度
騙
さ
れ
た
と
思
っ
て

「宇
宙
は
無
数
に
あ
る
の
か
」を
読
む
と
す
っ
き

り
し
ま
す
よ
。
少
な
く
と
も
眠
れ
な
い
夜
に
は

す
ぐ
熟
睡
で
き
ま
す(

笑)

。 

生
物
の
発
生
と
進
化
の
本
質
を
纏
め
た
中

沢
弘
基
著
「
生
命
誕
生 

地
球
史
か
ら
読
み

解
く
新
し
い
生
命
像
」 (

講
談
社
現
代
新
書)

も
お
勧
め
し
ま
す
。 

さ
て
、
今
回
の
さ
さ
や
き
は
「
今
に
生
き

る
！
こ
の
一
瞬
を
精
一
杯
生
き
る
！
」。 

我
々
が
今
こ
う
し
て
地
球
に
生
き
て
い
る
の

は
、
宇
宙
の
数
々
の
「
奇
跡
」
を
生
み
出
し
た

多
く
の
存
在
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
宇
宙
の
物
理
定
数
の
ど
れ
か
一
つ
が
、
少

し
で
も
違
え
ば
地
球
は
生
ま
れ
ず
、
例
え
で
き

て
も
生
命
体
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
（
詳
し
く
は

２
冊
の
本
を
読
む
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
）。
又
、

１
回
１
億
と
言
う
精
子
群
の
内
、
別
な
精
子

君
が
卵
子
さ
ん
と
出
会
っ
て
い
れ
ば
、
今
の
貴

方
は
存
在
し
ま
せ
ん
ね
。
そ
し
て
時
間
は
絶
え

間
な
く
過
去
か
ら
未
来
に
進
み
ま
す
。
半
了

を
読
み
始
め
た
貴
方
は
、
既
に
過
去
の
貴
方
。

両
親
や
毎
日
６
千
億
個
も
生
ま
れ
変
わ
る
細

胞
や
、
海
や
地
球
や
太
陽
な
ど
に
感
謝
し
つ
つ
、

こ
の
「
時
空
」
で
の
一
瞬
を
精
一
杯
生
き
る
事

が
、
大
事
な
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

半
了
の
さ
さ
や
き
（
第
１９
回
） 

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

高
山
寺 

半
了 

東
進
会
名
誉
会
長 

大
野
金
一 
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蝶のように舞い            鳥瞰で世界を見てみたい      ドローン（ＵＡＶ）でそんな夢が叶う！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業用 どんな業務に活用できるのか？   社会インフラ点検（橋梁点検・ソーラーパネル点検 等々） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＴ・ドローン農業          国立競技場解体・建設空撮      ドローン活用分野と空の産業革命 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ドローンとの出会い 

２０１２年１０月に、
千葉大学野波教授と、
千葉大発ドローン（Ｕ
ＡＶ）ミニサーベイヤ
ーの開発・普及を目指
して、ミニサーベイヤ
ーコンソシアムを設
立した。１３０社参加 
 

  

空の産業革命 
コンソーシアムでは、安全運用管理の
ルール・技能検定制度の構築に取り組
んでいる。 
茨城県全域をドローン特区に申請し、
規制緩和による飛行試験と技能検定場
の設置を提案し、茨城をドローン産業
集積拠点化の提案をしている。 
外国製ドローン数千機が日本上空を飛
び交う中、唯一の純日本製ドローンで
あるミニサーベイヤーを、産業用に適
合させて、業務ソリューションの開発
を目指す。 

 

   

 

 

  

 

 

 

AAccaanntthhuuss  cclluubb  №№２２  
 

 

 土浦一高東進会アカンサスクラブ   
 

実行委員長 花上克宏 k.hanagami.ic@hitachi-kenki.com 

事 務 局 長  伊東明彦 itou.akihiko@sed.co.jp 

 

 

蝶のように舞い、鳥の目で世界を見てみたい･･･ 
そんな子供の頃の夢が今、叶う！ 

純日本製マルチローターヘリコプター『ミニサーベーヤー』いよいよ発進！！ 

株式会社スカイコープソリューションズ 

代表取締役社長 酒井学雄（昭和 56年卒） 

土浦花火空撮中継 

2014.10.29 
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査
」
中
の
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
茨

城
県
は
２
年
連
続
で
全
国
最
下
位
と
な
り
、

マ
ス
コ
ミ
等
を
賑
わ
せ
て
お
り
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
調
査
は
公
的
な
機
関
の
調
査

で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
北
海
道
、
京
都
、

沖
縄
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
メ
ジ
ャ
ー
な

観
光
地
を
抱
え
て
い
る
都
道
府
県
が
上
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
余
り
気
に

す
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ

最
下
位
に
な
っ
た
結
果
、
マ
ス
コ
ミ
等
で

茨
城
県
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
く
れ
る
頻

度
が
大
幅
に
増
え
た
の
で
、
そ
の
広
告
効

果
の
方
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
年
々
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
が
マ
ス
コ

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
最

下
位
に
甘
ん
じ
て
い
て
い
い
と
い
う
こ
と

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。 

 

さ
て
、
こ
の
調
査
は
魅
力
度
な
ど
主
要
５

項
目
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
細
か
い
項
目
で

ラ
ン
キ
ン
グ
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
細
か
い
項
目
を
見
て
い
く
と
、
例
え
ば

学
術
や
芸
術
、
Ｉ
Ｔ
先
端
技
術
と
い
っ
た
項

目
で
は
茨
城
が
毎
年
１
ケ
タ
の
順
位
と
高

い
位
置
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

「
教
育
子
育
て
」
、
「
生
活
に
便
利
快
適
」
、

「
農
林
水
産
業
が
盛
ん
」
、「
環
境
に
や
さ
し

い
」
と
い
っ
た
部
門
で
は
、
い
ず
れ
も
全
国

で
１０
番
台
と
高
い
水
準
を
占
め
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
上
位
の
項
目
を
見
れ
ば
わ
か
る

よ
う
に
、
茨
城
県
は
生
活
す
る
上
で
恵
ま
れ 

た
環
境
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
低
順
位
の
と 

こ
ろ
ば
か
り
注
目
し
、
自
虐
的
に
な
る
の
で

は
な
く
、
こ
う
い
っ
た
茨
城
県
の
強
み
を
さ

ら
に
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
茨
城
に
住
ん
で
い
て
も
茨
城
出

身
で
も
、
茨
城
県
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
よ

う
で
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
も
事
実
で

す
。
茨
城
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
「
茨
城
マ
メ
知
識
」
を
見
る

と
わ
か
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
自
分
自
身
で
茨

城
の
こ
と
を
よ
く
知
る
の
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
検
索
で
き

ま
す
し
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
で
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
海
外
の
方
に
茨
城
県

を
説
明
す
る
際
に
と
て
も
便
利
で
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
以
降
の
４
年
間
で
、
茨
城

県
の
人
口
が
４
万
人
以
上
減
少
し
て
い
る

な
か
に
あ
っ
て
も
、
県
南
地
域
は
Ｔ
Ｘ
沿
線

を
中
心
に
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｘ
が

開
業
し
て
10
年
、
昨
年
６
月
に
は
ジ
ェ
ト
ロ

茨
城
が
開
業
、
常
磐
線
上
野
東
京
ラ
イ
ン
が

開
通
し
、
東
海
道
線
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
が

実
現
し
ま
し
た
。
茨
城
空
港
も
開
港
丸
５
年
、

茨
城
港
は
今
年
度
中
に
中
央
埠
頭
が
完
成

し
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
誘
致
も
決
ま

り
ま
し
た
。
来
年
２
０
１
６
年
サ
ミ
ッ
ト
の

誘
致
、
２
０
１
９
年
い
ば
ら
き
国
体
、
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
可
能
性
の
あ
る
茨

城
県
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

AAccaanntthhuuss  cclluubb  №№３３  
 

土浦一高東進会アカンサスクラブ   
 

実行委員長 花上克宏 k.hanagami.ic@hitachi-kenki.com 

事 務 局 長  伊東明彦 itou.akihiko@sed.co.jp 

  

茨
城
の
現
状
と
可
能
性 

青
山 

大
人
（
平
成
９
年
卒
） 

 

茨
城
県
は
、
筑
波
山
や
霞
ヶ
浦
な
ど
魅
力
あ
る
自
然
の
景
観
に

加
え
、
文
化
遺
産
、
農
産
物
、
伝
統
行
事
な
ど
豊
か
な
資
源
に
恵

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
都
心
か
ら
通
勤
圏
内
に
あ
り
、
つ
く

ば
に
お
け
る
最
先
端
技
術
、
高
速
道
路
、
鉄
道
、
空
港
な
ど
の
広

域
的
な
交
通
網
も
充
実
し
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
民
間
調
査
会
社
に
よ
る
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調 

あ
お
や
ま 

や
ま
と 

2015.3.11 

mailto:hanagami.ic@hitachi-kenki.com
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平成 27 年度 総会・懇親会のお知らせ 

 
┃と  き┃  平成 27 年 6月 14 日（日曜日） 

11:00 受付開始 

12:00 母校吹奏楽部による演奏 

          12:20 応援指導部による演舞 

          12:30 総 会 

          13:10 講 演 

          13:40 懇親会 

          15:30 閉 会（予定） 

 

┃と こ ろ┃  学士会館  210 号室 

          千代田区神田錦町３－２８   

０３（３２９２）５９３６ 
 

┃会 費┃  東進会年会費 3,000 円 

       懇 親 会 費 7,000 円 

 

┃講 演┃  放射線の人体影響 
              小野 哲也氏（東北大学名誉教授 昭和 41年卒） 
             

┃当番幹事┃  花上 克宏（昭和 50年卒）  小野村敏之（昭和 50年卒） 

       星川美代子（昭和 50年卒）  伊東 明彦（平成 5年卒） 

緒方 浩一（平成 7年卒） 

【同封の振込用紙をご利用ください】 

謳粋会 200回記念へのお誘い 

大勢の皆さまのご参加をお待ちしております 

と き  7 月 9日（木）午後 6時 30 分から 

ところ  主婦会館プラザエフ ８階「スイセン」（ＪＲ四ツ谷駅 徒歩 1分） 

     千代田区六番町 15  電話 03(3265)8111 

           昭和の方は１万円 

           平成の方は５千円 

お申し込みは、６月 30日(火)までに下記へお願いいたします。 

櫻井成一朗(昭和 55年卒) 電 話:03(5421)5321 
E-Mail:seiichiro.sakurai@nifty.com 

会 費  卒業年次が 


